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日本文化財科学会第43回大会
ファーストサーキュラー

2026年1月29日発行

日本文化財科学会第43回大会開催・研究発表申込みのご案内
日本文化財科学会第43回大会実行委員会

委員長　小林謙一（中央大学）

大会のご案内
会員の皆様におかれましては、ご清祥のこととお慶び申し上げます。
日本文化財科学会第43回大会・2026年度総会は、中央大学多摩キャンパスを会場として下記のよ
うに開催いたします。日韓共同セッション「年代測定と有機物分析」も行われます。ふるってご参加
くださいますようお願い申し上げます。
また、会員外の方の参加も歓迎いたします。関心をお持ちの方にお知らせいただきますよう、併せ

てお願いいたします。

記

《日本文化財科学会第43回大会》
期　日：2026年7月25日（土）・26日（日）
会　場：中央大学多摩キャンパス 3号館（東京都八王子市東中野742-1）
主　催：日本文化財科学会
後　援：中央大学

大会HPの開設
日本文化財科学会第43回大会のホームページを以下に開設いたします。本大会の情報を順次提供
していきますのでご利用ください。

https://www.kuba.co.jp/jssscp2026/
※1月下旬公開予定

以上

重要なお知らせ
セカンドサーキュラーは、学会に登録いただいたE-mailアドレスへご案内します。学会に

E-mail情報を登録していない方、情報に変更が生じた方は、E-mailにて「所属・氏名（ふりが
な）・E-mailアドレス・会員番号（わかれば）・電話番号」をご連絡ください。セカンドサーキュ
ラーの配信は2026年5月下旬を予定しております。
◎Email情報登録送付先：jssscp@daibutsu.nara-u.ac.jp
◎登録期限：2026年5月1日（金）
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大会の概要

1. 大会日程
日　時： 2026年7月25日（土）・26日（日）
会　場： 中央大学多摩キャンパス 3号館
内　容：口頭発表・ポスター発表・ワーキンググループ会議
※参加費・振込み方法、詳細なタイムスケジュール等はセカンドサーキュラーでお知らせします。

2. 日韓合同セッション
日　時： 2026年7月26日（日）
会　場： 中央大学多摩キャンパス 3号館
テーマ： 「年代測定と有機物分析」

3. 企業セミナー・機器展示
日　時： 2026年7月25日（土）・26日（日）
会　場： 中央大学多摩キャンパス 3号館
内　容：  文化財科学に関する情報交換の場を提供します。情報交換の一環として、機器・書籍等

を展示するとともに、企業による専門的なセミナーを開催いたします。

4. 懇親会
日　時： 2026年7月25日（土）18：00～20：00（予定）
会　場： 中央大学多摩キャンパス 生協食堂2階
会　費： 6,000円

5. 総　会
日　時： 2026年7月26日（日）
会　場：中央大学多摩キャンパス 3号館

【第43回大会に関する問い合わせ先】
日本文化財科学会第43回大会実行委員会事務局
〒102-0072　東京都千代田区飯田橋3-11-15 6F

（株）クバプロ内
E-mail：jssscp2026@kuba.jp
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日本文化財科学会第43回大会研究発表（口頭発表・ポスター発表）の募集

1. 募集内容
（1） 口頭発表：発表時間は1件18分（発表15分・質疑3分、件数により変更の可能性があります）

を予定しています。発表会場では、ノートPC（Windows 11）、プロジェクター・スクリーンを
ご使用いただけます。発表データ（PPT、PDF）はUSBメモリに記録してご持参ください。

（2） ポスター発表：ポスターはA0サイズ（縦1,189 mm×横841 mm）以内でご用意ください。掲示ス
ペースは縦2,100 mm×横900 mmを予定しています。

2. 申込み方法
研究発表申し込みの締め切りは2月28日（土）です。大会ホームページの「研究発表申込フォー

ム」に必要事項をご記入のうえお申し込みください。ホームページからの申し込みが難しい場合は、個
別に第43回大会事務局にご連絡いただければ対応させていただきます。
発表の採否は、3月上旬頃に通知いたします。
なお、発表要旨原稿（A4版・2頁）の提出締め切りは4月30日（木）必着です。

3. 注意事項（よくお読み願います）
（1） 発表区分

 本学会は文化財に関する①年代測定、②古環境、③材質・技法、④産地、⑤保存科学、⑥文化
財科学一般、⑦探査、⑧文化財防災における人文科学と自然科学の学術的研究を目的としてい
ます。この趣旨に沿った分野における研究発表の申し込みをお願いいたします。なお、発表内
容は、日本文化財科学会員の行動規範を遵守したものであることが条件となります。

〈日本文化財科学会員の行動規範〉
http://www.jssscp.org/files/code_of_conduct_jssscp.pdf

（2） 発表資格
 登壇者あるいはポスター説明者は、当日に参加できる本学会会員に限ります。また、申込時点
で、2026年度分の会費が納入済みの会員であることが条件です。

 連名の場合は、代表者、登壇者あるいはポスター説明者が申込時点で、2026年度分の会費が納
入済みの会員であることが条件です。

（3） 研究発表
 口頭発表をご希望でも発表件数が許容量に達した場合、ポスター発表に変更していただくこと
がありますので、あらかじめご承知ください。

 なお、他学会等で発表済みの研究または同じグループによる類似内容の発表はお控えください。
（4） 発表形態

 海外の方の口頭発表、ポスター発表では英語の使用も可能です。ただし、口頭発表の場合は、
日本語字幕か通訳をご準備ください。

（5） 費用負担
 研究発表のための資料作成費および旅費は各自ご負担ください。
（6） 学会誌への投稿

 発表内容は学会誌『文化財科学』への投稿を依頼する場合があります。
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日本文化財科学会第 43回大会研究発表申込み

大会ホームページ掲載の「申込みフォーム」に必要事項を記入の上、お申込みください。
締め切りは2026年2月28日（土）です。
ホームページからの申し込みが難しい場合は、以下の情報を記載のうえ、大会事務局までご提出く

ださい。

1. 発表題目（日本語）

2. 発表題目（英語）

3. 発表者名（所属）・ローマ字標記
※連名の場合は、登壇者あるいはポスター説明者に○印を付けてください。氏名・所属を正確に記
入してください。登壇者あるいはポスター説明者は、2026年度の会員であることが必須です。
　例：○文化太郎（中央大学）、文化花子（同左）
　　　○Taro BUNKA, Hanako BUNKA（Chuo University）

4. 種目の別（希望する種目に○をしてください）
　（1） 口頭発表　　　　（2） ポスター発表

5. 発表分野（希望する分野に○をしてください）
　（1） 年代測定　　　　（2） 古環境　　　　　（3） 材質・技法　　　（4） 産地
　（5） 保存科学　　　　（6） 文化財科学一般　（7） 探査　　　　　　（8） 文化財防災

6. 発表概要（200字程度で、特徴・独自性・成果を明記してください）

7. 本発表が本学会員の行動規範（http://www.jssscp.org/files/code_of_conduct_jssscp.

pdf）に留意し、法令を遵守した発表内容であることを確認し、以下に署名してくだ
さい。

　　署名欄 （　　　　　　　　　　　　　　　　）

8. 代表者（本学会会員あるいは会員に準ずる立場であることが必要です。企業賛助会員の場合はその点を明記ください）

　氏　名：

　住　所：〒

　E-mail：

　TEL：

　FAX：
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ワーキンググループ開催のご案内

本大会では、テーマ別に会員が自由に討議できるワーキンググループ会議の時間を設けます。時間
帯は大会1日目（7月25日）の夕方もしくは2日目（7月26日）の午前中を予定しており、討議の会場
は実行委員がグループごとに準備いたします。議論の形式や進行の一切は、各グループで選出いただ
く代表者（コーディネーター）に一任します。
開催希望者は、本会会員3名以上の連名で立ち上げグループを作り、「ワーキンググループ開催申
込フォーム」にご記入のうえお申し込みください。ワーキンググループへの参加は非会員・学生など
を含めて自由です。
討議内容の概要について、大会後に発行する ｢会報」でご報告いただき、全会員で共有を図りたい

と思います。なお、ワーキンググループの採否につきましては、会場に限りがありますので、お申し
込み順を原則として大会実行委員会で決定させていただきます。

申込方法：大会ホームページ掲載の「ワーキンググループ開催申込フォーム」に必要事項を記入の
上、お申込みください。締め切りは2026年2月28日（土）です。

ご不明の点は、下記の日本文化財科学会第43回大会実行委員会まで問い合わせください。

ワーキンググループ開催申込フォーム（見本）

① グループの名称：
② 連絡責任者（代表者）　※本学会の正会員であること
 氏　名：
 所　属：
 連絡先：
 E-mail：
 TEL：
 FAX：
③ 企画者（連絡責任者を含めて3名以上の会員名）

④ 開催テーマの概要（100字以内）
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【企業の皆様へ】企業セミナー・機器展示・広告掲載のご案内

本大会では、学会会員と関連企業の皆様との文化財科学に関する情報交換の場を提供するために、
企業の皆様による専門的なセミナー開催の機会を提供するとともに、機器・書籍等の展示ブースをポ
スター会場に併設いたします。また、大会要旨集に広告を掲載することによって貴社の製品を関係
者に広く周知できます。企業の皆様の積極的なご協力、ご参加をお願いいたします。

〈企業セミナー〉
学会会員と関連企業の皆様との情報交換の一環として、企業の皆様の自主企画による専門的なセ

ミナーを募集いたします。機器の紹介、デモやプレゼンテーションにご利用いただけます。時間は大
会1日目、2日目の昼休みを予定しており、大会実行委員会が企業ごとに会場を準備いたします。
セミナー開催希望の企業は、大会ホームページよりお申し込みください。なお、会場に限りがあり

ますので、採否につきましてはお申し込み先着順を原則として大会実行委員会で決定させていただき
ます。

日　時：2026年7月25日（土）・26日（日）12：00～13：00を予定
会　場：中央大学多摩キャンパス 3号館
使用料：250,000円（企業セミナーとして約1時間ご使用いただけます）

※機器展示ブース1区画（50,000円）と広告掲載料A4・1頁（40,000円）を含みます。
※電源を使用される場合は、お申し込みの際に備考欄に使用電力をご記入ください。
※1 kW以上の電源が必要な場合、施設工事費・電気使用料をご負担いただきます。

申込方法：大会ホームページ掲載の「企業セミナー申込フォーム」に必要事項を記入の上、お申込
みください。締め切りは2026年3月31日（火）です。

企業セミナー開催申込フォーム（見本）
① 企業名：
② セミナー名称：
③ セミナーの内容（100字程度）
④ 希望日時（どちらかに○をお願いします）
 ［　　］2026年7月25日（土）12：00～13：00

 ［　　］2026年7月26日（日）12：00～13：00

⑤ 連絡責任者
 氏　名：
 所　属：
 連絡先：
 E-mail：
 TEL：
 FAX：
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〈機器展示〉
日　時：2026年7月25日（土）10：00～18：00、26日（日）9：30～15：00を予定
会　場：中央大学多摩キャンパス 3号館
区　画：1区画あたり机2台（幅180 cm×奥行90 cm）と椅子2脚をご用意いたします
出展料  （展示ブース1区画あたり）：賛助会員　40,000円／非会員　50,000円 

 　※電源を使用される場合は、お申し込みの際に使用電力等をご記入ください。
 　※1 kW以上の電源が必要な場合、施設工事費・電気使用料をご負担いただきます。

〈広告掲載〉
広告媒体：研究発表要旨集、大会ホームページ（バナー・リンク）
掲載料：

内　容 賛助会員 非会員

研究発表要旨集の広告（A4・2頁）・HP掲載バナー 50,000円 60,000円

研究発表要旨集の広告（A4・1頁）・HP掲載バナー 30,000円 40,000円

研究発表要旨集の広告（A4・1/2頁）・HP掲載バナー 20,000円 30,000円

※研究発表要旨掲載の広告原稿：A4版1頁あるいは1/2頁の印刷原稿をご用意ください。
※バナー広告：横180ピクセル×縦60ピクセルの画像データ、リンク先URLをご用意ください。

申込方法： 大会ホームページ掲載の「機器展示・広告掲載申込フォーム」に必要事項を記入の上、
お申込みください。締め切りは2026年3月31日（火）です。

機器展示・広告掲載申込フォーム（見本）
① 企業名：
② 連絡責任者
 氏　名：
 所　属：
 連絡先：
 E-mail：
 TEL：
 FAX：
③ 申込内容（いずれかに○をお願いします）：
 機器展示：　　1区画　 　　　　2区画　　を申し込みます。
 （使用電力：  W  ・  コンセント  口）

 広告掲載：　　A4版1頁　　　A4版2頁　　　A4版1/2頁　　を申し込みます。
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日本文化財科学会第43回大会会場のご案内

中央大学多摩キャンパス（〒192-0393　東京都八王子市東中野742-1）
　○多摩モノレール「中央大学・明星大学駅」直結
　○京王動物園線「多摩動物公園駅」より徒歩10分
　　詳しくは中央大学ホームページ（https://www.chuo-u.ac.jp/access/tama/）をご覧ください。

※遠方からご参加の方は、お早めのホテルのご予約をおすすめいたします。

日本文化財科学会第43回大会実行委員会
　委  員  長：小林謙一（中央大学）
　事務局長：西本志保子（中央大学）
　実行委員： 青木智史（奈良教育大学）、秋山純子（東京文化財研究所）、伊佐治康生（中央大学）、

植月 学（帝京大学）、大網信良（東京都埋蔵文化財センター）、小澤政彦（千葉県教育
委員会）、及川 穣（中央大学）、片岡太郎（弘前大学）、金子悠人（石岡市教育委員会）、
上條信彦（弘前大学）、菅頭明日香（青山学院大学）、工藤雄一郎（学習院女子大学）、
合田恵美子（東京都埋蔵文化財センター）、酒井 中（中央大学）、佐藤駿輝（中央大学
大学院）、下岡順直（立正大学）、新免歳靖（東京学芸大学）、建石 徹（皇居三の丸尚蔵
館）、奈良部大樹（埼玉県埋蔵文化財調査事業団）、箱﨑真隆（国立歴史民俗博物館）、
畑山智史（船橋市郷土資料館）、日髙真吾（国立民族学博物館）、松井敏也（筑波大学）　

 （50音順）

日本文化財科学会第43回大会実行委員会事務局
〒102-0072　東京都千代田区飯田橋3-11-15 6F

（株）クバプロ内
E-mail：jssscp2026@kuba.jp

日本文化財科学会第43回大会の組織


